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ヴァージニア・ウルフの作品および戦間期のイギリス文学における《布地》と《手芸》の表現について 

ヴァージニア・ウルフ（1882-1941）の作品を中心に、戦間期の英語圏文学における日常（ordinary）の
営みや手仕事（handicraft）のはたらきを、《布地》と《手芸》の表現を通じて考察する。 
とくに、モダニズム文学としてのウルフ作品におけるファッションやモードに関するこれまでの議論を展
開し、布地のもたらす手触りや、テキスタイル・デザインにおけるパターンの効果、日常における手仕事
という観点まで、広く検証を進めることを目的とする。 
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